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姫路市の概況

中核市（保健所設置市）

兵庫県の南西部、
播磨平野の中央に位置している

面積 534.35k㎡

【令和３年９月30日現在】

人口 ５２０,１４９人

高齢化率 ２７.３%

【令和３年次】

出生数 ３,８６０人
出生率 ７.３（国6.6）
合計特殊出生率 １.４８（国1.30）



姫路市の概要

地区分担制



思春期世代の健康課題

１０代の予期しない妊娠
１０代の性感染症

問題に対し、関係機関（教育機関・保健行政）が
個々のアプローチになっている

各関係機関の横のつながりの弱さ
問題が起こってからの後追いの関わり

予防的に関与するには、

教育現場と保健行政の一体的な取り組みが必要

出前授業に取り組んだ経緯

問題の顕在化



設置に向けて教育委員会へ打診

・問題の共有
・市として一体的に取り組む必要性

＋

・ＨＰＶワクチンの定期接種の導入

子どもたちへの性に関する教育
ＨＰＶワクチンの接種
子宮がん検診の推進

思春期保健担当者連絡会議

平成２２年（２０１０年）に設置



目的 思春期における子どもたちを支援する
ネットワークづくりを行う中で横の連携を
強化し、必要な対策を市全体で検討する

メンバー 教育委員会、小中学校の性教育担当教諭、

小中学校の養護教諭、医療機関助産師、
保健所

内容 年間３回開催

思春期保健の課題や取り組み方策の検討

支援者向けの講演会の開催

思春期保健担当者連絡会議



思春期の子どもたちの理想の（目指すべき）姿

思春期の子どもたちが自尊感情をもち、

自分を大切にできる。

まわりの人も大切にできる。



目指すべき姿を達成するための条件

（基本指針）

①正しい知識をもつ
（子どもたちが、保護者が、地域の人たちが、関係機関が）

②コミュニケーション能力の向上（子どもたちが）

③困ったときに相談できる（子どもたちが、保護者が）

④関係機関が連携できる（関係機関が）

⑤ライフスキル能力の向上（子どもたちが）

⑥思春期の子どもたちを支える人・機関の支援
（支援者支援）



出前授業の開始に向けて

H22.12月 教育委員会へ性教育の実施について依頼、承諾を得る

H23. 1月 中学校校長会にて出前授業の実施依頼

2月

授業内容の均一化を図るため、性教育媒体作成チーム
で授業の内容やシナリオ、また共通して使用できる媒体
を作成

各中学校に実施要領と実施時期の調査票配布

3月 養護教諭研究会にて出前授業の説明

4月
保健師のスキルアップを図るため、助産師による職員研
修を開催

5月 中学校性教育担当者会にて出前授業の説明



教育委員会依頼時の工夫

・思春期保健担当者連絡会議の設置

・様々な思春期の課題について
タイムリーに対応することの重要性

・一部の学校での試行的実施ではなく
全校での実施が望ましいことを説明

・理解が得られるよう実施への協力を
繰り返し依頼



出前授業実施時の工夫

・「保健師が学校で実施すること」に重点を置く

・各学校の希望を十分に授業内容に反映

出前授業の実施に十分な理解を得られない状況

まず、実施することにより教育現場から
徐々に信頼を得られるように

・各学校の生徒の実情に合わせた内容に調整
・担当教諭の意見を取り入れ協議を重ねる

信頼を得るに至っている



平成２３年度（２０１１年度）開始

目的

健康や性行動、性感染症について正しい知識
を身につけるとともに健全な自尊心、自分を
大切にする心を育てる

対象 市内すべての中学校（特別支援学校含む）
１年生 及び ３年生

実施者 保健師が各中学校に出向いて授業

思春期出前授業の概要



授業形式：学年単位
５０分授業（学校の希望により調整）

目　的 内　容

１年生
こころとからだの変化を理解し、
自分を大切にすることができる

こころとからだの変化　命のつながり
自分を大切にするということ
悩んだ時の対処のしかた

３年生
健康や性行動、性感染症につ
いて正しい知識を身につける

性感染症・予期しない妊娠について
（予防方法）
自己決定について

各学年の授業の目的・内容



授業内容の事前打合せ

・学校の担当教諭と保健師が詳細に打合せ

・言葉や資料等の表現の確認

・学校の希望や生徒の
様子を反映させた内容

生徒に配布するリーフレット→

出前授業について（事前共有）



出前授業の様子



授業後

・授業についての生徒へアンケート実施

・学校（担当教諭等）へアンケート実施

アンケート結果まとめ、フィードバック

・出前授業実施学校へ

・教育委員会、思春期保健担当者連絡会議へ
共有し、意見を踏まえて翌年度の授業に反映

出前授業について（実施後）



実績

出前授業の実績

年度

１年生 ３年生
その他

（特別支援学校等）
計

回数 参加者数 回数 参加者数 回数 参加者数 回数 参加者数

R１ ３７ 4,647 ３８ 4,816 ８ 473 ８３ 9,936

R２ ３２ 3,906 ２６ 2,541 ７ 189 ６５ 6,636

R３ ３７ 4,642 ３５ 4,549 １０ 1,526 ７９ 10,717

R４ ３８ 4,717 ３７ 4,635 １２ 768 ８７ 10,120



性感染症、中絶、出産の状況

出前授業の成果

年次
10代クラミジア

感染者数 （件）

10代人工
妊娠中絶数
（千人対）

10代の

出産数（件）

H20 35 11.8 104

H23 21 9.3 96

H27 24 6.0 68

R1 13 4.7 56

R3 19 3.9 32



出前授業が定着

授業の波及効果

・出前授業の前後に補足授業を行うなど独自で
取り組んでいる学校の増加

性教育の取り組みの必要性を
再認識するきっかけになっている

・教育委員会作成の『性教育指導の手引き』に
思春期出前授業が位置づけされる

・保健師のスキルアップや意識の向上



思春期出前授業と
思春期保健担当者連絡会議における
ネットワークづくりの 両輪での取り組み重要

・学校の中において出前授業が他授業とつながりが
もてるものへ

・子どもたちに関わる支援者に対する支援

・保護者・地域に対するアプローチ

思春期保健の今後の取り組み

こどもの未来健康支援センターの立ち上げ



令和５年４月に開設

思春期保健・母子保健の包括的な支援拠点

目指すもの

こどもの未来健康支援センター

成育過程にある者およびその保護者並びに妊産婦が

安心して生み育てられるように、思春期・妊娠期・子育
て期において切れ目のない支援を受けることができる
よう、より専門性を備えた思春期保健と母子保健の

包括的支援を行い、次代の社会を担う成育過程にあ
る者が健やかに育つ社会の実現を目指す



コンセプトおよび機能



サービス提供



コーディネート



思春期保健相談

性に関すること、LGBTQなど

思春期保健啓発事業（R5～）

乳幼児期から学べる性教育
子どもの年齢に応じた保護者向け性教育
性教育教材の展示
絵本・本（思春期世代向け、保護者向け等）
胎児モデル等の媒体



プレコンセプションケア（R5～）

若い世代の男女に将来の
妊娠のための健康管理を提供する
（ライフプランニング事業と併せて実施）

専門相談（R5～）

不妊・不育症、予期しない妊娠、
出生前検査、流産・死産のグリーフケア

発育発達相談事業
心理相談、発育発達相談



ご清聴ありがとう
ございました。


